
授業改善プラン  教科（  美術  ） 

学力調査・定期考査・生徒の授業アンケート・授業の様子から分析して作成する。改善策として ICT の活用を導入するものは太字 

 

観 点 

１学期 ２学期 ３学期 
小中一貫の 

取組 今年度の取組 
昨年度の課題から 

分析 具体的な改善策 
改善プランの評価 

来年度に向けて 

１ 

年 

生 

知識・技能 

知識を振り返ることので

きるスライドを作成し、

繰り返し見ることができ

るようにした。 

定期考査において、自ら勉強に向か

うことのできる生徒には効果的で

あったが、点数に差が開いてしまっ

た。 

学習指導要領における、身に付

けさせたい知識・技能を大切

に、伝える内容について精査す

る。 

  

思考力・判断力 

表現力 

ICTを使った資料集め 

一定のタイミングでの相

互鑑賞 

こちらが丁寧に説明した表現方法は

試そうとできるが、小学校の既習事

項を活用してみようという姿勢が見

られる生徒が少ない。 

くりかえし試したり、挑戦した

りすることができる場や雰囲気

づくりを意識した導入や展開を

計画していく。 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

ICTを使った振り返りにお

いて、気になるところな

どから題材の設定を行っ

た。 

見通しをもって活動できる生徒とで

きない生徒の差が出てしまった。 

より具体的に毎時間の到達点を

明確にすること。板書や資料の

掲示をわかりやすくすること。 

 

２ 

年 

生 

知識・技能 

知識を振り返ることので

きるスライドを作成し、

繰り返し見ることができ

るようにした。 

昨年度活用していたというアプリ内

の機能などを使いこなせていない生

徒がおり、作品制作に苦戦してい

た。 

既習事項だと思われる内容につ

いても、復習できる資料などを

用意し、確実な定着を図る。 

  

思考力・判断力 

表現力 

紙によるワークシートを

活用して、段階的に思考

を進められるようにし

た。 

様々な発想を生みだすことができる

が、どのような材料を活用して表現

するか、見通しをもった活動が難し

い。 

材料などの用意の仕方を工夫す

る。板書・資料の掲示におい

て、より見通しがもてるような

ものを用意する。 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

ICTを使った振り返りにお

いて、気になるところな

どから題材の設定を行っ

た。 

導入段階においての興味や普段の生

活と関連させて取り組めてはいる

が、見通しのもって取り組むことが

難しい。 

板書・資料の掲示の工夫ととも

に、説明をより短く、活動時間

を確保すると共に、主体性の見

られる生徒の活動を効果的に共

有できるようにする。 

 

 

３ 

年 

生 

知識・技能 

知識を振り返ることので

きるスライドを作成し、

繰り返し見ることができ

るようにした。 

定期考査において、自ら勉強に向か

うことのできる生徒には効果的で

あったが、点数に差が開いてしまっ

た。 

学習指導要領における、身に付

けさせたい知識・技能を大切

に、伝える内容について精査す

る。 

  

思考力・判断力 

表現力 

試すことのできる時間・

材料などを多く用意し、

様々な表現に挑戦した。 

試す時間が長くなり、本番の作品に

生かし切れていないものが多くなっ

てしまった。 

計画した時間を安易に伸ばさな

い。参考作品などを工夫し完成

イメージをもって活動ができる

ようにする。 

 



授業改善プラン  教科（  美術  ） 

主体的に学習に 

取り組む態度 

ICTを使ったふりかえりに

おいて、生徒の興味・関

心に合わせて題材設定や

進行の変化を行った。 

見通しをもって活動できる生徒とで

きない生徒の差や最後までやりきる

気持ちに大きく差が出てしまった。 

板書・資料の掲示において、よ

り見通しがもてるようなものを

用意する。 

 

 カリキュラムマネジメントの視点から 

小学校図画工作科で学んだ知識・技能を生かすことができるよう、小中間の情報共有をしっかり行う。また、普段の生活や他教科と関連を意識した導

入を大切にし、表現・鑑賞の活動に取り組む。 


